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いつまで女性は少数派？
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女性の政治参加
　昨年、日本で初めて女性の内閣総理大臣が誕生したことは、社会に大きなインパクトをもたらしました。
しかし、今もなお日本において女性議員は少数派です。その背景には「政治は男性のもの」という意識や、

女性議員に対するハラスメントなど、性別役割分担意識や性差別の問題があるといわれています。
女性議員が少ないことは、人口の約半分を占める女性の立場や意見が

立法や政策に反映されづらいことにもつながる課題です。
変化の兆しが見え始めた今、女性の政治参加についてジェンダーの視点から見つめ直し、

私たちが政治とどう向き合っていけばいいのかを、一緒に考えてみませんか。

　現在、三鷹市議会の女性議員比率は40％を超え、最も身
近な地域社会の政治の場では男女平等参画が進展しつつあ
ります。近年、都市部の地方議会では女性議員が増えてい
ますが、市町村から都、国へと広域な政治になるほど女性
議員比率は減る傾向にあります。
　そして、同じ国会でも参議院と衆議院では15ポイント
以上もの差があり、参議院の方が女性議員が多い傾向は
1950年代以降一貫して続いています。このことについて、
早稲田大学・尾野嘉邦教授のグループが、2025年に興味
深い研究を発表しました。日本人約6,300人に行ったサー
ベイ実験※で、憲法で定められた衆議院の優越により「参
議院の権限が小さい」ことを伝えると、特に男性有権者は
参議院に女性候補者がふさわしいと判断する傾向が高ま

り、「女性が男性を補佐するもの」というステレオタイプが
投票行動に影響を及ぼしていました。また、候補者側の
要因としては、「参議院には解散がない」ことを伝えると女
性の立候補意欲が高まる一方、「参議院からは実質的に首
相が選ばれない」ことを伝えると男性の立候補意欲が下が
り、結果的に参議院では立候補意欲の男女差が縮まる傾向
がありました。
　このように、一見するとジェンダーに中立的な権限の大
きさや任期の安定性といった議院制度の違いが、人々の持
つジェンダーバイアスやリスク認識に影響を与え、衆参両
院の議員比率の男女差につながっていることが示唆されて
います。
※サーベイ実験＝アンケート調査と実験を組み合わせた研究手法。

出典： 三鷹市、東京都、参議院、衆議院（2026年2月末現在）

背景にジェンダーバイアス!?
権限が増すほど下がる女性議員比率
地方議会と国会の女性議員比率
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　内閣府が2024年に全国の地方議会議員に行った調査で、自身や家族、支援者など
が嫌がらせを受けたと答えた女性議員は53.8％で、男性議員（23.6％）の2倍強に上
ります。
　また、議員本人が受けたハラスメントのうち、男女差が大きい上位3項目を見る
と、いずれも女性蔑視や女性を性的対象として見る性差別に起因する内容となってい
ます。女性議員が理不尽な精神的・身体的重圧を負うことなく職務に集中できる環境
の整備や、ハラスメントを許さない社会的気運を高めることが急務です。

出典： 令和6年度女性の政治参画への障壁等に関する調査研究（内閣府 2025年）

出典： 第50回衆議院議員総選挙全国意識調査（（公財）明るい選挙推進協会 2025年）

男女で認識に違いが… 
有権者が思う、女性議員が少ない理由

対策が急務です！
女性議員が直面するハラスメントの壁

女性議員が少ない理由
（最多項目 + 男女差が大きい上位2項目）

　2025年1~2月に行われた意識調査によると、有権者が
「女性議員が少ない理由」として最も多く挙げたのは男女と
もほぼ同率で「政党が本気で女性を発掘しようとしないか
ら」でした。実際、今年2月の衆議院議員選挙立候補者に占
める女性の割合は24.4％で、4人に1人に満たない割合です。
　一方で、同じ調査で男女で認識に差のある項目もあり、

「政治活動は家庭と両立しにくいから」という理由は女性
の方が多く、「政治に関心のある女性が少ないから」とい
う理由は男性の方が多くなっています。つまり、女性有権

者は家庭責任などの外的な要因が女性議員の少なさに影響
していると考えているのに対し、男性有権者は女性自身の
関心や選択によるものでもあると思っている傾向がうかが
えます。
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女性 男性 女性・男性の差

性別による無意識の思い込みからくる侮辱的な態度や発言 66.5％ 29.7％ ＋ 36.8ポイント

触る、抱きつく等の身体的な接触や付きまとい、ストーキング 49.3％ 27.6％ ＋ 21.7ポイント

性的な言葉等による嫌がらせ 48.6％ 27.1％ ＋ 21.5ポイント

議員本人が受けたハラスメントの内容
（男女差が大きい上位3項目）
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　「自分一人の行動で社会は変わらない」と、諦めている人は
いませんか。しかし、一人の声をきっかけに政治が動き、社
会が変わることも現にあります。「保育園落ちた日本死ね」と
いうインターネット上の投稿を機に待機児童問題が注目され
たのは2016年のこと。それから10年の間に保育の受け皿拡
大などが進み、現在では約9割の自治体で待機児童が解消さ
れました。私たちが暮らしの中で直面する課題は、単なる個
人的な不満や努力不足ではなく、社会の制度やしくみに根ざ
した構造的な問題かもしれないという意味において「個人的な
ことは政治的なこと」なのです。よりよい社会を実現するため
には、一人ひとりが政治に関心を持ち、主体的に考え、判断
し、行動することが大切といえるでしょう。

個人的なことは政治的なこと

　日本において、国や社会のリーダーを選ぶのは国民の役割です。
政治に参加しない有権者が多ければ、民主主義は形だけのものになってしまいます。
性別や年齢を問わず、より多くの人の意見が反映された社会を作るための手立てとして
私たち一人ひとりが持っている「主権」をどう行使するべきか、改めて考えてみましょう。

　近年、組織の経営不振や不祥事が起きる要因として、意思
決定層の同質性の高さが指摘されています。価値観や属性、
キャリアの似た人が多数を占める集団では異論
を言いづらく、思い込みから判断を誤る「集団
浅
せん りょ

慮」が生じやすくなります。これは、政治の世
界にも当てはまることではないでしょうか。集
団浅慮を防ぐには、決定に影響を及ぼす一定の
割合として、少なくとも3割以上の同質ではない
メンバーがいることが重要だといわれています。

　今年2月の衆議院議員選挙の投票率は56.3％で、半数
近い人が棄権しています。また、若者の投票率が低い一
方で、高齢者の投票率が高い傾向にあります。こうした状
況は、組織票を持つ候補者や高齢者向けの政策を打ち出
す候補者に有利になりやすいといわれます。当選した議員
が支持者の利益にかなう政策を進めれば、投票しなかっ
た人の意思は反映されず、投票した人の選択を無条件に
信任するのと同じ効力を持ちます。たとえ全面的に賛同で
きる候補者がいない場合でも消去法で誰かに1票を投じる
など、現実的な視点で自分の選択を行い、選挙で意思表
示をすることには、少なからず意義があるのです。

同質性のリスクにご用心

投票率の低さがもたらすもの

大
事
な「
主
権
」を
よ
り
よ
く
使
う
た
め
の
3
つ
の
視
点

考えて
みませんか？
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ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
両
親
が
お
互
い

の
意
見
を
話
す
様
子
か
ら
、
自
然
と
政
治

に
興
味
を
持
っ
た
と
い
う
福
島
さ
ん
。
で

す
が
、
学
校
で
は
政
治
を
話
題
に
し
づ
ら

い
空
気
を
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
政
治
の
こ
と
を
話
す
と『
思
想
、
強

い
ね
』と
か
、
ち
ょ
っ
と
敬
遠
さ
れ
る
感

じ
で
、
な
ん
か
悲
し
い
な
…
と
、
モ
ヤ
モ

ヤ
し
て
い
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
中
、
政
治
の
話
も
気
兼
ね
な

く
で
き
る
数
少
な
い
友
人
の
一
人
が
、
木

村
さ
ん
で
し
た
。

　
「
私
も
、
若
い
世
代
が
政
治
に
興
味
が

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
持
っ
て
い
る
権
利
を
有
効

に
使
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
し
、
問

題
が
あ
る
の
に
行
動
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　

政
治
を
身
近
な
も
の
と
し
て
、
学
園
の

み
ん
な
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
同
じ

思
い
を
持
つ
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
5
人

が
集
ま
り
、
校
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

よ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

5
人
は
ま
ず
、
高
校
1
年
生
の
夏
と

冬
に
小
規
模
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
笑
い
芸
人

や
現
職
の
政
治
家
を
招
く
企
画
を
考

え
、
高
校
2
年
生
の
7
月
に
学
年
全
員

参
加
の
特
別
授
業
を
実
施
。  

月
に
は
模

擬
選
挙
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
園
と
の

交
渉
や
出
演
者
へ
の
依
頼
な
ど
も
主
体

的
に
行
い
な
が
ら
、
政
治
を「
自
分
ご
と

化
」し
て
意
見
を
交
わ
す
、
投
票
を
体
験

し
て
み
る
な
ど
、
若
者
の
政
治
参
加
を

テ
ー
マ
に
し
た
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。
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ほ
ど
な
く
選
挙
権
を
得
る
年
齢
の
二
人

か
ら
見
た
今
の
政
治
の
課
題
を
尋
ね
る

と
、
率
直
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
議
論
の
ス
キ
ル
を
上
げ
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
意
見
が
違
う
人
と

だ
っ
て
、
敵
視
し
た
り
馬
鹿
に
し
た
り
せ

ず
に
話
し
合
え
る
は
ず
で
す
。
あ
と
、
S

Ｎ
S
に
は
あ
お
り
文
句
で
注
目
を
集
め
よ

う
と
す
る
シ
ョ
ー
ト
動
画
が
多
く
、
そ
れ

だ
け
を
見
て
分
か
っ
た
気
に
な
る
の
は

違
う
と
思
い
ま

す
」と
、
福
島

さ
ん
。

　
「
コ
メ
ン
ト

欄
も『
み
ん
な

が
そ
う
思
っ
て

い
る
』と
思
い

が
ち
で
す
が
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

で
似
通
っ
た
意

見
を
多
く
目
に
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
点
に
注
意
が
必
要
で
す
」と
、
木
村
さ

ん
も
S
Ｎ
S
と
の
付
き
合
い
方
に
言
及
し

ま
し
た
。

　

聞
け
ば
、
高
校
の
ク
ラ
ス
代
表
は
男
女

一
人
ず
つ
の
場
合
が
多
く
、
現
在
の
生
徒

会
は
女
子
の
方
が
多
い
と
の
こ
と
。
女
性

の
政
治
家
が
少
な
い
現
状
に
つ
い
て
木

村
さ
ん
は
、「
今
の
大
人
は
女
性
が
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
姿
を
見
る
機
会
が
少
な
い
中

で
育
っ
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の

で
は
？
」と
い
い
ま
す
。

　

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
政
治
を
も
っ

と
み
ん
な
の
も
の
に
す
る
。
そ
ん
な
高
校

生
た
ち
の
姿
勢
に
は
、
大
人
も
学
ぶ
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

政
治
の
話
は
タ
ブ
ー
な
の
？

イ
ベ
ン
ト
で
政
治
を
も
っ
と
身
近
に

「
意
見
が
違
う
＝
敵
」じ
ゃ
な
い
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
踊
ら
さ
れ
な
い
視
点
を

社会起業家のたかまつななさんと
お笑いコンビ「流れ星」による特別授業の様子

特別授業では、生徒有志のメンバーが司会進行を担う場
面もありました

明星学園高等学校 2 年
木村旭さん（左） ・福島宏太さん（右）

三鷹市民

Interview

政
治
を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に

生
徒
の
企
画
立
案
で
政
治
の
特
別
授
業
を
実
施

　
市
内
に
あ
る
明
星
学
園
高
等
学
校
で
は
一
昨
年
か
ら
、
若
者
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
生
徒
有
志
5
人
が
企
画
し
た
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
特
別
授
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
代
表
者
の
福
島
宏
太
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー
の
木
村
旭
さ
ん
に
、
活
動
に
取
り
組
む

思
い
や
政
治
へ
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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近
年
、
政
治
分
野
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
、
少
し
ず

つ
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
侮
辱
的
な
言

動
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
、
外
見
や
私
生
活

へ
の
過
剰
な
干
渉
な
ど
、
そ
の
形
態
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
実
態
が「
社
会
的
な
問
題
」と
し
て
広
く

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
す
。

２
０
２
１
年
に
公
表
さ
れ
た
内
閣
府
に
よ
る
議
員
へ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
報
告
や
、
同
年
に
成
立
し
た
改
正
候
補

者
男
女
均
等
法
は
、
そ
の
転
機
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

法
律
に
よ
っ
て
、
国
や
地
方
自
治
体
、
政
党
な
ど
に
対
し
て
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ（
政
党
は
努
力
義
務
）、
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
報
道
も
増
え
ま
し
た
。
併
せ
て
、
各
地
の
地
方
議
会
に

お
い
て
も
、
防
止
に
向
け
た
制
度
整
備
に
取
り
組
む
動
き
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
態
を
見
る
と
、
課
題
は
な
お
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
は
女
性
議
員
や
女
性
候
補
者

に
よ
り
多
く
集
中
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
験
が
、
女
性
が
立

候
補
を
た
め
ら
っ
た
り
、
議
員
と
し
て
の
活
動
を
継
続
す
る
う

え
で
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
私
が
こ
れ

ま
で
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
中
で
、
被
害
内
容
と
し
て
多
く
聞

か
れ
て
き
た
の
が
、
街
頭
演
説
や
駅
前
活
動
と
い
っ
た
、
不
特

定
多
数
の
人
と
接
触
す
る
場
で
の
被
害
で
す
。
演
説
中
に
暴
言

を
浴
び
せ
ら
れ
た
り
、
勝
手
に
身
体
に
触
れ
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
活
動
を「
手
伝
う
」と
い
う
名
目
で
近
づ
い
て

き
た
人
か
ら
、
個
人
的
な
連
絡
先
を
求
め
ら
れ
た
り
、
私
的
な

AdviceAdvice

Ad cevi

政治参加を阻
はば

む女性議員へのハラスメント
Stand by Women 代表
濵田真里さん  

関
係
を
迫
ら
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
選
挙
で
は
票

の
獲
得
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、「
支
援
す
る
」「
票
を
集
め
る
」

と
い
っ
た
言
葉
を
盾
に
、
不
当
な
要
求
が
な
さ
れ
る
場
面
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
行
為
は
近
年
、「
票
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
認
識
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
が
、
現
場
で
は
依
然
と
し
て
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
被
害
も
深
刻
で
す
。
S
Ｎ
S

を
通
じ
て
誹
謗
中
傷
や
虚
偽
の
情
報
が
拡
散
さ
れ
る
ほ
か
、
年

齢
・
容
姿
・
身
体
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
、
性
的
な
言
葉
や
写
真

が
送
り
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
男
性
議
員
と
比
べ
て
女
性
議
員
に
多
く
向
け
ら
れ
る
傾

向
が
あ
り
、
政
治
家
と
し
て
で
は
な
く
、
性
的
・
私
的
な
対
象

と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
現
実
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

有
権
者
だ
け
で
な
く
、
同
僚
議
員
や
議
会
関
係
者
か
ら
の
被

害
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
議
会
内
で
大
声
に
よ
る
威
圧
が
行
わ

れ
た
り
、
意
図
的
に
情
報
が
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
無
視
が

続
い
て
孤
立
に
追
い
込
ま
れ
た
り
す
る
行
為
は
、
外
か
ら
は
見

え
に
く
い
も
の
の
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
り

ま
す
。
選
挙
期
間
に
入
る
と
、
根
も
歯
も
な
い
噂
が
流
れ
た

り
、
匿
名
の
怪
文
書
が
出
回
っ
た
り
す
る
な
ど
、
民
間
企
業
で

は
想
像
し
が
た
い
状
況
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
ま
ず
必
要
な
の
は
、
被
害
に
つ
い
て
安

心
し
て
相
談
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
日
本
で

は
、
議
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
公
的
な
第
三

者
機
関
に
よ
る
相
談
窓
口
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
政
党
の

中
に
は
独
自
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
地
方
議
員
の
場
合
は
無
所
属
で
活
動
し
て
い
る

人
も
多
く
、
そ
も
そ
も
相
談
先
が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々
人
の
努
力

や
対
応
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
政
党
や
各
議
会
の
中
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
や
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
、
併
せ

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
倫
理
規
定
や
条
例
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
と
と

も
に
、
事
案
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
仕
組
み
と
し
て
適
切
に

対
応
で
き
る
環
境
を
あ
ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

議
会
に
お
け
る
こ
う
し
た
労
働
環
境
の
整
備
は
、
女
性
議
員

を
増
や
す
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
や
、
多
様
で
優
秀
な
人
材
を
政
治
の
場
に
迎
え

入
れ
る
た
め
に
も
不
可
欠
で
す
。
健
全
な
議
会
運
営
と
議
員
活

動
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
議
会
や
政
党
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
、
今
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

♦♦♦
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
た

政
治
分
野
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

♦♦♦
多
岐
に
わ
た
る
女
性
議
員
へ
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
の
実
態

♦♦♦
議
会
や
政
党
に
求
め
ら
れ
る

相
談
窓
口
の
設
置
や
ル
ー
ル
づ
く
り

  Profile
濵田真里（はまだまり）
お茶の水女子大学大学院博士前期課
程修了、同博士後期課程在籍。専門
は政治分野におけるハラスメント。
2021年に女性議員・候補者を支援
する「Stand by Women」を設立し、
2023年には日本初の議員向け相談
窓口「女性議員のハラスメント相談
センター」を設立。全国の地方議会
にて、4,000人以上の議会関係者に
対してハラスメント防止研修を実
施。内閣府の「令和３年度政治分野
におけるハラスメント防止研修教
材」等の作成に関する検討会構成員。
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市民の皆さんに聞いてみました

異性が多数を占める会議・会合で
遠慮気味になったことはありますか？

●�育休中で、妻と交代で食事を
作っています。娘と息子が大
きくなったときに、男女どち
らも料理をするという感覚を
もってもらえればうれしいで
す。
 （タムタムさん・40代男性）

●�家族で行ったレストランで「子ども
用メニューはありますか？」と聞い
たら、「ありますけど、お母さんの
分から取り分けてはどうですか？」
と言われました。母親が自己犠牲を
払うという価値観は捨てませんか？

(やまさん・30代女性）

●�「お父さんがご飯を作ってく
れた」と言う子どもに「すごい
ね」と答えるなど、保育者と
して思い込みを押し付けてい
ることがあるなと思い、反省
しました。

（ひばりととんぼさん・50代女性）

※掲載時には内容を要約するなど、一部修正させていただくことがあります。ペンネームの記載がない方の名前は、イニシャルで掲載します。
　記入いただいた個人情報は本誌に関すること以外に使用せず、正当な理由がない限り無断で第三者に提供しません。

『Shall we?』
第81号特集

「 食とジェンダーの
思い込み」

に寄せられた
読者の声

　今回の質問では「ない」と答えた人の方が多い結果となりました。ただし、そ
の中身を見ると、性別で少数派になっても気にしない人、あえて意識的に発言
する人、そもそも少数派になる機会がない人など理由はさまざまです。「ある」
と答えた人も含め、誰もが発言しやすい場を広げていきたいものです。

ご意見・ご感想を募集中 アンケートフォームからご回答ください。次号に掲載された方には図書カードを差し上げます。
https://logoform.jp/form/ejBZ/1472923

計49人

男性  10人
無回答  2人

無回答  2人

 ある 17人

 ない 32人

女性
6人

女性
20人

男性
9人

周りに女性しかいない場で、女性の意見

が当然のような流れになり、私の意見

や提案は、発言しても取り上げられなく

なった。　　　 （ななしさん・30代男性）

ある

仕事上の会議・会合であれば性別ではな

く仕事上の役割を意識して参加してい

るから。   　（ミッキーさん・40代女性）

ない

異性の意見を尊重すべきと考え、発言を控えめにしてしまった。
（Mさん・30代男性）

ある

少数派の視点での意見として、あえて

積極的に発言しようと思っているため。

（月のうさぎさん・20代女性）

ない

飲み会などで自分以外が全員女性だった

とき、不安になった。
（Tさん・20代男性）

ある

意見を言ってもいいのか、浮いてしまわ

ないかと思い、必要以上に控えめになっ

てしまったことがありました。
（mkさん・50代女性）

ある

職業柄、性別にとらわれない意識が強く、性格的にも状況に影響されることが少ないため。   （M.S.さん・40代男性）

ない

同性が多数を占める会議の方が、同調圧力を感じる。   （さとさん・30代女性）

ない

女性が会議で少ないのは当たり前になってしまっているから。
（asasaさん・60代女性）

ない

自分が所属する事業所の9割が男性のた

め、慣れた。　　（K.Yさん・30代女性）

ない

異性が大多数を占める会合に参加した
記憶がないから。 （NKさん・20代男性）

ない

会社のDEI推進担当として女性管理職を集めた意見交換会を行った際、自分の言動がどう見られるか気になった。      （DAIさん・50代男性）

ある

遠慮気味になったことはあるが、異性が

大多数だからなのか、相手が先生方だ

からなのかは微妙です。

（うーのその日暮らしさん・20代女性）

ある

少数の性として発言したり、意見を求められたりするので、それなりの責任を果たすべきだと認識しているため。
（K.oさん・50代）

ない
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編集後記

初の女性総理誕生のタイミングでこのテーマ、一番の収
穫は三鷹市は存外進んでいるという事実。でも、男女比
率など議題に挙がらず、誰も気に留めない普通のことと
して浸透しているのが、本来いい社会なのでしょうね。

（上田敏博）

女性の政治参加は着実に前進していますが、まだ十分
とは言えません。また、重要なのは男女という枠や比
率だけでなく、老若を含めた多様な声が取り上げられ
る仕組みであると考えます。少数派という言葉が不要
となり、「当たり前」に根づく社会の実現をと願います。    

  （是井智洋）

三鷹市の市議会議員選挙では、女性立候補者の姿を見
るのが当たり前になってきました。これをきっかけに、
少数派といわれる他の多様な立場の人々も、自信を
もって選挙に出られる日々となるのを願っています。

（松井真由美）

組閣後の記念写真がドレス姿ばかり。とはいかずともモー
ニング姿と半々位になる日はやってくるでしょうか。次世
代が作るかもしれない、そんな未来に向けて、私たち大人
は選挙という形でしっかりと政治参加したいものですね。   

（山本磨希）

否定的な感情も大切に
こころの相談室相談員

相  談  員  
だ  よ  り 

　共働きで、第二子を妊娠中のOさんは、「夫と一緒
にいる意味が分からない」と相談室を訪れました。営
業職の夫は帰宅時間が不規則で、家事・育児の負担は
Oさんに偏りがち。そうした中、Oさんがウイルスに
感染し、胎児への影響を心配して中絶を考えた方がよ
いか相談したところ、夫がすぐ「君が望むようにすれ
ばいいよ」と答えたことで、Oさんは深く失望しまし
た。「 私の気持ちを尊重したつもりかもしれないけれ
ど、夫は一緒に悩んでくれない。いざというときはい
つも人任せ」と、以前からの不満と怒りが爆発したの
です。
　相談では、その怒りを受け止めて、できるだけ言葉
にしていきました。そして、気持ちが少し落ち着いた
ところで、伝え方を練習してから夫に話してみました。
夫は、離婚も考えたというOさんの言葉に驚いたもの
の、妻のいら立ちの原因が分かって「少しほっとした」
とも言ったそうです。その後、夫は家庭生活を妻と分
け合おうと決心し、第二子の出産を機に育児休業をと
りました。その間は夫婦ともに息つく暇もない忙しさ
でしたが、二人で協力して大変な時期を乗り越えたと
いう実感があり、夫婦仲は何とか持ち直しました。

　怒りは現実を変える力を持つ、大切な感情でもあり
ます。相談室ではその感情をていねいにほどき、自分
がどうしたいのかを一緒に探すお手伝いをしています。
※文中の事例は、プライバシー保護のため、個人が特定されないように改編し

ています。

●男女平等参画相談　※事前予約制

男女各1名の弁護士が、人権侵害（ハラスメント・
DVなど）についての相談をお受けします。
利用方法：�平日午前8時30分～午後5時に相談・情報

課（市役所2階☎0422-44-6600）へご予
約ください。

●こころの相談室　※事前予約制。1人50分まで

相談日時：〈女性向け〉毎週木・土曜日午後1時～5時
　　　　　　　　 　〈男性向け〉毎月第3水曜日午後5時～8時
利用方法：�平日午前8時30分～午後5時に相談・情報

課（市役所2階☎0422-44-6600）へ

●こころの相談ダイヤル　※予約不要。1人30分まで

電話相談日時：第2火曜日午後1時～4時
　　　　 　　 第4火曜日午後5時～8時
利用方法：�相談員直通電話☎0422-29-9864へ

　三鷹市パートナーシップ宣誓制度

LGBTQのカップルが、お互いを人生のパートナーとするこ
とを宣誓し、市が宣誓を受理したことを証明する制度です。

　みたかSOGI相談（性の多様性に関する相談）  

自分や親しい人の性別や性のあり方に関する悩みに、
秘密厳守で応じます。

◆相談日時　〈対面〉毎月第3金曜日午後5時30分〜7時30分
	 （1人50分まで、事前予約制）
	 〈電話〉毎月第1金曜日午後5時30分〜8時30分
	 （初回45分程度、2回目以降30分程度）
◆利用方法	 �〈対面〉上記QRコードから専用申込フォームまたは

	 ☎0422-29-9032へ
	 〈電話〉相談日時に相談員直通☎0422-29-9864へ

「Shall we?」は、電子ブック・PDFでご覧いただけます。
下記の施設などでも配布しています。
市役所、JR三鷹駅、郵便局、女性交流室、保育園、幼稚園、
コミュニティ・センター、図書館、学童保育所


